
SGD021-P05 会場:コンベンションホール 時間:5月 23日 14:00-16:30

GPSとマイクロ波放射計による可降水量の比較観測
Monitering of atmospheric precipitable water using GPS and microwave radiometer
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GPS固定連続観測データから算出した可降水量 (GPS-PW)を，気象ゾンデおよびマイクロ波放射計 (MR)の並行観測結
果と比較した．期間は 2010年 6月の約 1ケ月間で，観測場所は高知大学理学部屋上である．GPS解析にはGIPSY-OASIS
II Ver.6.0の精密単独測位法を用い，衛星軌道として精密暦を，マッピング関数として VMF を使用し，位相の ambiguity
決定を行うとともに，5分ごとの天頂湿潤遅延を推定した．GPS-PWへの変換には係数 0.16を使用したが，1時間ごと
の地上気温を用いて係数を更新しても，違いは 1%未満だった．ゾンデの放球は毎日午前 7時 (JST)に行われ，気圧高度
10hPaごとに可降水量を算出し積算した．1回の観測に要する時間は約 1時間である．今回使用したMRは比較的安価な
装置として開発中のもので，23GHzおよび 36GHzの天頂方向輝度温度を 10秒間隔で連続測定した．可降水量 (MR-PW)
へ変換するため，輝度温度を独立変数とし，GPS-PWを真値とみなす重回帰式より変換係数を決定した．なお，降雨時
のMR測定値は除外した．GPS-PWとMR-PWの相関係数は 0.974で，両者はほぼ同じ精度で可降水量を検出できるこ
とが判明した．MRの持つ機動性とリアルタイム性を生かせば，都市部等のインフラが集中した環境でも水蒸気擾乱を
安定してモニターできる見通しが立った．
次に，衛星軌道情報とマッピング関数を変えることで，GPSの大気遅延推定にどのような変化が生じるか調べた．

GEONETの 0083観測点（高知）の 2010年 1年間のデータを使い，軌道情報として JPLが提供する最終精密暦，速報
暦，予報暦を，MFとして VMF，GMF，NMFを使用した．最終精密暦と VMF を使った最高精度の解析と，予報暦と
GMFを使った準リアルタイムの解析で算出した天頂湿潤遅延を比較すると，両者の差の RMSは 2.36mmで，可降水量
に換算して 0.38mmという良い一致が見られた．GPSは直接観測であるゾンデを上回る時間・空間分解能で PWを算出
でき，準リアルタイムでも良好な結果を得ることができることを確認した．すでに高密度に配置されているGPS連続観
測網は，気象観測においても極めて有効である．
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